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履修に
当たっての
注意・助言

オリエンテーションでは、講義の詳細について説明するので、必ず出席するようにしてください。なお、この科目
では座席制を導入し、私語・携帯電話の使用・遅刻等の真摯な学習態度ではない行為は厳格に処罰します。

講義計画

１．オリエンテーション
２．経済学の基本事項（１）
３．経済学の基本事項（２）
４．労働について（１）
５．労働について（２）
６．労働について（３）
７．前半中間まとめ
８．税金について（１）
９．税金について（２）
１０．税金について（３）
１１．社会保障について（１）
１２．社会保障について（２）
１３．社会保障について（３）
１４．社会保障について（４）
１５．中間まとめ
１６．オリエンテーション
１７．グローバリゼーションについて（１）
１８．グローバリゼーションについて（２）
１９．グローバリゼーションについて（３）
２０．世界の貧困について（１）
２１．世界の貧困について（２）
２２．世界の貧困について（３）
２３．環境問題について（１）
２４．環境問題について（２）
２５．環境問題について（３）
２６．福祉の経済学について（１）
２７．福祉の経済学について（２）
２８．福祉の経済学について（３）
２９．福祉の経済学について（４）
３０．まとめ

テキスト 特に指定しません。資料を配布しながら授業を進めます。

参考書
生活保障／宮本太郎／岩波書店
税を直す／立岩真也／青土社
岩波応用倫理学講義４経済／川本隆史／岩波書店

目的と概要

　本科目の目的は、経済学と隣接社会科学の観点から、私たちが暮らす日本／国際社会の諸問題の現状と背
景を学び、その解決に向けて、考えることです。
　具体的には、本科目は、(1)経済学の基本事項、(2)労働、(3)税金、(4)社会保障、(5)グローバリゼーション、(6)
世界の貧困、(7)環境問題、(8)福祉の経済学についての講義を行います。

成績評価法
２回の期末試験（80％）と、講義時の平常点（20％）で、評価を行います。
詳細は初回のオリエンテーションで説明します。

開期 通年 火曜日5限

授業テーマ 経済学の観点を中心に私たちが暮らす日本社会の諸問題を学習・思考します。

科目名 経済と社会

担当教員 村上　慎司

配当 教育4
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